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欧州特許庁，米国特許商標庁と共通特許分類のウェブサイトを開設 

 

2 0 1 1 年 1 1 月 6 日 

JETRO ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ事務所 

 

 欧州特許庁（EPO）は，10 月 25 日，米国特許商標庁（USPTO）との共通特許分類「CPC

（Cooperative Patent Classification）」について，共同でウェブサイトを開設した。 

 

 両庁は，ちょうど 1 年前の 2010 年 10 月 25 日に，欧州特許分類（ECLA）を基礎とした

CPC の実現へ向けた作業を開始することに合意しており，その後，2013 年 1 月の CPC 利用

開始を目標に掲げて，精力的な取組を進めている。 

 

 EPO は，公開の無料特許データベース「Espacenet」のサービスを提供していることに加

えて，EPO が開発する審査官用検索端末「エポックネット（Epoque-net）」は，欧州域内だ

けでなく，中国をはじめとする欧州域外の庁に対しても幅広く提供されているため1，CPC

が世界中のユーザーおよび特許庁に与える影響は大きい。また，CPC は国際特許分類（IPC）

や日米欧中韓の 5 庁（IP5）で検討を進めている共通ハイブリッド分類（CHC）の議論にも

大きな影響を与えるものと予想される。 

 

 また，EPO が 10 月 17～20 日にキルケニー（アイルランド）において開催した特許情報

カンファレンスにおいて，EPO の特許分類担当者であるピエール・エルド氏は，議場の出

席者から USPTO の審査官による特許分類付与の精度によって EPO のデータベース全体に

悪影響が及ぶのではないかとする懸念が表明されたことに対し，過去のバックログと今後

出願される全ての米国特許文献に対して EPOの審査官が責任を持ってCPCを付与するため，

品質低下による懸念はない旨，回答した。EPO にとっては，多くの審査官のリソースが米

国特許文献への分類付与の業務に必要とされることになるが，EPO が CPC に対する重要性

を高く認識していることが伺える。 

 

 CPC ウェブサイトにおいて示されているタイムラインは次のとおり。分類調和のプロセ

スには同じ技術分野を担当する審査官同士による調整や IT システムの修正等に時間を要す

るものであるが，両庁の長官によるイニシアチブのもと，2013 年 1 月の CPC 利用開始へ向

けて計画的に作業が進められようとしている。 

 

                                                   
1 EPO のバティステリ長官およびルッツ副長官は，2011 年 10 月 12～13 日にオスロで開催されたノルウ

ェー産業財産庁 100 周年記念会合での講演において，EPO が開発している審査官用検索端末「エポックネ

ット（Epoque-net）」を中国国家知識産権局（SIPO）等に対して提供することで，世界各国における特許審

査の品質向上および迅速化に貢献していることを強調した。また，現在，EPO は SIPO 向けに中国語によ

るエポックネットのユーザーインターフェイスを開発していることが紹介された。 
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・2010 年 10 月 25 日：プロジェクト開始の共同宣言 

・2010 年 11 月 1 日：米国特許分類（USPC）スキームの凍結 

・2011 年 10 月 25 日：CPC ウェブサイトの開設 

・2012 年 7 月まで：研修の開発，文献分類の実務，協力環境の設計 

・2012 年 7 月 1 日：欧州特許分類（ECLA）スキームの凍結 

・2013 年 1 月まで：研修の実施，EPO および USPTO における IT の実施，CPC 開始へ向け

た準備 

・2013 年 1 月 1 日：CPC 開始 

・2013 年 1 月以降：品質保証，EPO および USPTO による CPC の利用，調和分類の実務，

共同の CPC 改正，他の知財庁および公衆による CPC の利用可能 

 

－ CPC のウェブサイトは，以下参照 － 

Cooperative Patent Classification 

－ EPO のプレスリリースは，以下参照 － 

Website for the Cooperative Patent Classification (CPC) 

－ USPTO のプレスリリースは，以下参照 － 

USPTO and EPO Launch New Website for the Cooperative Patent Classification (CPC) Project 

－ EPO と USPTO の合意についてのニューヨーク発知財ニュースは，以下参照 － 

USPTO、EPO との特許分類の共通化に向けた作業開始を発表（2010 年 10 月 25 日）（PDF） 

－特許情報カンファレンスにおける EPO 担当者からのプレゼン資料，以下参照 － 

The CPC - where is patent classification headed?（PDF） 

The Future of ICOs in the CPC（PDF） 

 

  （以上） 

http://www.cpcinfo.org/
http://www.epo.org/news-issues/news/2011/20111025.html
http://www.uspto.gov/news/pr/2011/11-58.jsp
http://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/ip/news/pdf/101025.pdf
http://documents.epo.org/projects/babylon/eponot.nsf/0/D72EA90316E79417C12579300041975E/$File/dr3_presentation_cpc_en.pdf
http://documents.epo.org/projects/babylon/eponot.nsf/0/F47BCD2497989AA9C12579260053C130/$File/g_classification_ico_codes_cpc_held_en.pdf

